
２級 第２予想 解答・解説 
第１問（20点） 

解 答 

仕 訳

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 

未 収 入 金 2,768,360 売買目的有価証券 

有 価 証 券 売 却 益 

有 価 証 券 利 息 

2,730,000 

30,800 

7,560 

Ｂ 

２ 
営 業 外 支 払 手 形 

支 払 利 息 

490,000 

19,600 

普 通 預 金 

前 払 利 息 

490,000 

19,600 
Ａ 

３ 
買 掛 金 385,000 普 通 預 金 

為 替 差 損 益 

378,000 

7,000 
Ａ 

４ 

減 価 償 却 費 

固 定 資 産 売 却 損 

備 品 

286,720 

164,080 

7,000,000 

備 品 

未 払 金

4,300,800 

3,150,000 Ｂ 

５ 
法人税、住民税及び事業税 252,000 仮 払 法 人 税 等 

未 払 法 人 税 等 

140,000 

112,000 
Ａ 

仕訳１組につき４点 合計20点 
Ａ：確実に正解したい  ０：資料からの数値変更なし 

Ｂ：できれば正解したい ：難易度高いため、後回し 

仕訳のポイント

１．有価証券の売却と端数利息

売買目的で購入していた社債を売却した。代金は端数利息とともに、普通預金口座

に振り込まれることになっている。

Point
有価証券の売却につい

ては、売却価額と帳簿

価額を計算し、両者の

差額を有価証券売却損

（益）勘定で処理する。

端数利息の期間は、直

前の利払日（９月末）

の翌日（10月１日）か

ら、本日（２月12日）

までの135日となる。 

 31日（10月） 

 30日（11月） 

 31日（12月） 

31日（１月）

12日（２月）

135日 

（ 未 収 入 金 ） 2,768,360 ＊４ （ 売買目的有価証券 ） 2,730,000 ＊１ 

（ 有 価 証 券 売 却 益 ） 30,800 ＊２ 

（ 有 価 証 券 利 息 ） 7,560 ＊３ 

＊１ ￥2,800,000× 
＠￥97.50

＠￥100
 ＝￥2,730,000（帳簿価額）

＊２ ￥2,800,000× 
＠￥98.60

＠￥100
 ＝￥2,760,800（売却価額） 

￥2,760,800－￥2,730,000＝￥30,800（益） 
売却価額 帳簿価額 

＊３ ￥2,800,000×0.73％× 
135日

365日
 ＝￥7,560（端数利息） 

＊４ ￥2,760,800＋￥7,560＝￥2,768,360 
売却価額 端数利息 

２．割賦購入

営業用車両を割賦契約で購入し、代金は月末ごとに支払期限が順次到来する約束手

形５枚を振り出している。本日、期日の到来したものが普通預金口座より引き落とさ

れた。

Point
営業外取引で手形を振

り出しているので、営

業外支払手形勘定で処

理している。 

利息相当額は、定額法

（５回均等割）により、

前払利息勘定から支払

利息勘定に振り替え

る。 

10月１日（購入時）：処理済 

（ 車 両 運 搬 具 ） 2,352,000 （ 営 業 外 支 払 手 形 ） 2,450,000 ＊１ 

（ 前 払 利 息 ） 98,000 ＊２ 

10月31日（決済時）：本問

（ 営 業 外 支 払 手 形 ） 490,000 （ 普 通 預 金 ） 490,000 

（ 支 払 利 息 ） 19,600 （ 前 払 利 息 ） 19,600 ＊３ 

＊１ ￥490,000×５枚＝￥2,450,000 

＊２ ￥2,450,000－￥2,352,000＝￥98,000

＊３ ￥98,000÷５回＝￥19,600 

３．外貨建取引 

米国の仕入先より商品を掛けで購入していたが、本日、支払期日を迎えたので、仕

入先に掛け代金を送金し、普通預金口座から決済した。 

Point
為替相場の変動の影響

で、円建ての支払額が

少なく済んでいる。 

為替差損益勘定を貸方

に計上するということ

は、為替差益となる。 購入時：処理済

（ 仕 入 ） 385,000 （ 買 掛 金 ） 385,000 ＊１ 

支払時：本問

（ 買 掛 金 ） 385,000 （ 普 通 預 金 ） 378,000 ＊２ 

（ 為 替 差 損 益 ） 7,000 ＊３ 

＊１ ＠￥110×3,500ドル×＝￥385,000 

＊２ ＠￥108×3,500ドル＝￥378,000 

＊３ ￥385,000－￥378,000＝￥7,000 

取引の仕訳

取引の概略

取引の仕訳

取引の概略

取引の仕訳

取引の概略
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４．固定資産の買換え

備品（直接法で記帳）を新しい備品に買い換えた。下取価額を差し引いた代金は翌

月末に支払うことにした。当年度の減価償却費を月割計算により計上すること。

Point
直接法で記帳している

ため、期首時点の備品

の帳簿価額を算定する

必要がある。 

買換え時点で、期首か

ら４か月（４月～７月）

経過している。 

200％定率法

１

10年
×200％＝0.2

（ 減 価 償 却 費 ） 286,720 ＊２ （ 備 品 ） 4,300,800 ＊１ 

（ 固 定 資 産 売 却 損 ） 164,080 ＊３ （ 未 払 金 ） 3,150,000 ＊４ 

（ 備 品 ） 7,000,000

＊１ ￥8,400,000×0.2＝￥1,680,000（１年目の償却額） 

（￥8,400,000－￥1,680,000）×0.2＝￥1,344,000（２年目の償却額） 

（￥8,400,000－￥1,680,000－￥1,344,000）×0.2＝￥1,075,200（３年目の償却額） 

￥8,400,000－（￥1,680,000＋￥1,344,000＋￥1,075,200）＝￥4,300,800 

＊２ ￥4,300,800×0.2× 
４か月

12か月
 ＝￥286,720 

＊３ ￥3,850,000－（￥4,300,800－￥286,720）＝△￥164,080（損） 
下取価額 帳簿価額 

＊４ ￥7,000,000－￥3,850,000＝￥3,150,000 

５．課税所得の算定

税引前当期純利益が判明した。減価償却費の損金不算入額がある。法定実効税率を

30％として、未払法人税等に計上する。前年度の納付税額の合計の50％を現金で納付

している。

Point
損金不算入額があると

いうことは、税法上、

損金算入が認められて

いない。 

税引前当期純利益に損

金不算入額を加算して

課税所得（税法上の利

益）を求める。 

中間申告の際、仮払法

人税等勘定で処理して

いる。 

中間申告時：処理済

（ 仮 払 法 人 税 等 ） 140,000 ＊１ （ 現 金 ） 140,000 

決算時：本問

（ 法人税、住民税及び事業税 ） 252,000 ＊２ （ 仮 払 法 人 税 等 ） 140,000 

（ 未 払 法 人 税 等 ） 112,000 ＊３ 

＊１ ￥280,000×50％＝￥140,000 

＊２ ￥700,000＋￥140,000＝￥840,000（課税所得） 

￥840,000×30％＝￥252,000 

＊３ ￥252,000－￥140,000＝￥112,000 

取引の仕訳

取引の概略

取引の仕訳

取引の概略

第２問（20点） 

解 答 

問１ 

売  掛  金 

平 成 

29 年 
摘 要 借 方 

平 成 

29 年 
摘 要 貸 方 

４ １ 前 期 繰 越 2,800,000 ４ 20 電 子 記 録 債 権 Ａ★ 1,400,000

７ 売 上 Ａ 5,544,000 30 次 月 繰 越 Ａ 14,770,000

19 売 上 Ａ★ 7,826,000

16,170,000 16,170,000 

買  掛  金 

平 成 

29 年 
摘 要 借 方 

平 成 

29 年 
摘 要 貸 方 

４ ４ 商 品 Ａ★ 453,600 ４ １ 前 期 繰 越 2,100,000 

14 諸 口 Ａ 3,220,000 ３ 商 品 Ａ★ 1,948,800

25 電 子 記 録 債 権 Ａ★ 840,000 ４ 商 品 Ａ 537,600 

 30 次 月 繰 越 Ａ 3,292,800 10 商 品 Ａ 3,220,000 

7,806,400 7,806,400 

商   品 

平 成 

29 年 
摘 要 借 方 

平 成 

29 年 
摘 要 貸 方 

４ １ 前 期 繰 越 Ａ 4,200,000 ４ ４ 買 掛 金 Ａ 453,600 

３ 諸 口 Ａ★ 2,436,000 ７ 売 上 原 価 Ａ 2,788,800 

４ 買 掛 金 Ａ 537,600  19 売 上 原 価 Ｂ 4,796,400 

 10 買 掛 金 Ａ 3,220,000 30 棚 卸 減 耗 損 ★ 64,400

〃 商 品 評 価 損 24,500

 〃 次 月 繰 越 ★ 2,265,900

10,393,600 10,393,600 

問２ 

当 月 の 売 上 高 ￥ Ａ★ 13,370,000

当 月 の 売 上 原 価 ￥ ★ 7,674,100

★ １つにつき２点 合計20点
Ａ：確実に正解したい  ０：資料からの数値変更なし 

Ｂ：できれば正解したい ：難易度高いため、後回し 
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売掛金回収

（ 電 子 記 録 債 権 ） 1,400,000 （ 売 掛 金 ） 1,400,000

Point
取引銀行より、売掛金

について債権の発生記

録の通知を受けたた

め、電子記録債権を増

加させるとともに売掛

金を減少させる。 

買掛金支払

（ 買 掛 金 ） 840,000 （ 電 子 記 録 債 権 ） 840,000 

Point
買掛金の支払のために

電子記録債権の譲渡を

行っているため、電子

記録債権と買掛金をと

もに減少させる。 

月次決算 

棚卸減耗損および商品評価損の計上

（ 棚 卸 減 耗 損 ） 64,400 ＊１ （ 商 品 ） 64,400 

（ 商 品 評 価 損 ） 24,500 ＊２ （ 商 品 ） 24,500 

棚卸減耗損および商品評価損の売上原価への算入

（ 売 上 原 価 ） 64,400 （ 棚 卸 減 耗 損 ） 64,400 

（ 売 上 原 価 ） 24,500 （ 商 品 評 価 損 ） 24,500 

Point
上記の取引にもとづい

て、帳簿棚卸高と実地

棚卸高を比較する。 

Ａ商品、Ｂ商品ともに

棚卸減耗が生じてい

る。 

Ａ商品については「原

価＞正味売却価額」と

なっているので、商品

評価損を計上する。 
＊１ （360個－350個）×＠￥4,620＋（190個－185個）×＠￥3,640＝￥64,400 

Ａ商品（10日仕入分） Ｂ商品（10日仕入分） 

＊２ （＠￥4,620－＠￥4,550）×350個＝￥24,500 
Ａ商品 

次月繰越 

商品の次月繰越額

   Ａ商品：＠￥4,550(正味売却価額)×350個(実地棚卸数量)＝￥1,592,500 

   Ｂ商品：＠￥3,640(原 価)×185個(実地棚卸数量)＝￥ 673,400 

   合 計 ￥2,265,900

   売掛金の次月繰越額：￥14,770,000（売掛金勘定における貸借差額により算定）

   買掛金の次月繰越額：￥ 3,292,800（買掛金勘定における貸借差額により算定）

Point
Ａ商品の単価は正味売

却価額、Ｂ商品の単価

は10日仕入分の取得原

価を用いる。 

次月に繰り越すのは実

地棚卸数量である。 

当月の売上高および売上原価の算定

当月の売上高：￥13,370,000（問２）

当月の売上原価：￥ 7,674,100（問２） 

売  上

７日 5,544,000 

19日 7,826,000

合計 13,370,000 

売上原価

７日 2,788,800 

19日 4,796,400

30日 64,400 

〃 24,500 

合計 7,674,100 

Point
勘定記入が問われてい

ない売上勘定および売

上原価勘定については

仕訳のつど、Ｔフォー

ムに集計しておくとス

ムーズに解答を出すこ

とができる。 

Step 3

30⽇ 

30⽇ 

25⽇ 

20⽇ 第３問（20点） 

解 答 

貸 借 対 照 表 

平成30年３月31日 

資 産 の 部 負 債 の 部 

Ⅰ流 動 資 産  Ⅰ流 動 負 債  

⑨ 現 金 預 金 Ａ ( ★1,084,300 )  支 払 手 形  ０ ( 

 受 取 手 形 ( 431,200 ) 買 掛 金  ０ ( 

① 売 掛 金 ( 884,800 ) 電子記録債務 Ａ ( 

③ 貸 倒 引 当 金 ( 12,530 ) Ｂ ( ★1,303,470 )  未 払 費 用 Ａ ( ☆

⑤ 有 価 証 券 Ａ ( ☆ 257,880 ) 未払法人税等 ( 

④ 商 品 Ａ ( 147,700 ) リ ー ス 債 務 Ｂ ( 

⑱ 前 払 費 用  Ｂ ( 12,600 ) 流動負債合計 ( 

⑪ 未 収 収 益 Ｂ ( ★ 1,890 ) Ⅱ固 定 負 債

流動資産合計 ( 2,807,840 ) 長 期 借 入 金 Ａ ( 

Ⅱ固 定 資 産 リ ー ス 債 務 Ｂ ( ☆

１. 有形固定資産 繰延税金負債 Ａ ( 

建 物 ( 10,185,000 ) 固定負債合計 ( 

⑫ 減価償却累計額 ( 2,457,000 ) Ｂ ( ★7,728,000 ) 負債の部合計 ( 

備 品 ( 1,050,000 ) 純 資 産 の 部 

⑬ 減価償却累計額 ( 619,920 ) Ａ ( 430,080 ) Ⅰ株 主 資 本  

車 両 運 搬 具 ( 700,000 ) 資 本 金  ０ ( 

⑭ 減価償却累計額 ( 140,000 ) Ｂ ( ☆ 560,000 ) 利 益 剰 余 金 

２. 無形固定資産 利 益 準 備 金 ( 284,970 ) 

⑰ ソフトウェア Ａ ( 313,600 )  繰越利益剰余金 ( 1,929,200 ) ( 

３. 投資その他の資産 株主資本合計 ( 

⑥ 投資有価証券 Ａ ( 106,400 ) Ⅱ評価・換算差額等 

⑩ 長 期 性 預 金 Ａ ( 525,000 ) その他有価証券評価差額金 Ａ ( ★

⑲ 長期前払費用 Ｂ ( ★ 12,600 ) 純資産の部合計 ( 

固定資産合計 ( 9,675,680 ) 

資産の部合計 ( 12,483,520 ) 負債及び純資産合計 ( 1

区分式損益計算書に表示される利益 

㉔ ① 売 上 総 利 益 ￥ Ｂ☆ 2,409,400

㉕ ② 営 業 利 益 ￥ Ｂ☆ 763,980

㉖ ③ 税 引 前 当 期 純 利 益 ￥ ☆ 756,000

㉗ ④ 当 期 純 利 益 ￥ ☆ 529,200

★ １つにつき２点

☆ １つにつき１点

合計20点 

Ａ：確実に正解したい  ０：資料からの数値変更なし 

Ｂ：できれば正解したい ：難易度高いため、後回し 
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247,800 ) 

735,000 ) 

506,800 ) ②

5,250 ) ⑳

226,800 ) ㉒

140,000 ) ⑮

1,861,650 ) 

630,000 ) ㉑

420,000 ) ⑯

2,310 ) ⑦

1,052,310 ) 

2,913,960 ) 

7,350,000 ) 

2,214,170 ) ㉓

9,564,170 ) 

5,390 ) ⑧

9,569,560 ) 

2,483,520 ) 
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第４問（20点） 

解 答 

問１ 

製造間接費予算部門別配賦表 (単位：円) 

費  目 合  計
製  造  部  門 補  助  部  門

切 削 部 門 組 立 部 門 材料倉庫部門 修 繕 部 門 事 務 部 門 

部 門 費 計 63,646,100 24,629,850 18,490,850 7,711,200 6,388,200 6,426,000 

材料倉庫部門費 7,711,200 ★ 4,819,500 ★ 2,891,700 Ａ

修 繕 部 門 費 6,388,200 ★ 4,791,150 1,597,050 Ａ

事 務 部 門 費 6,426,000 3,855,600 ★ 2,570,400 Ａ

製造部門費計 63,646,100 ★38,096,100 ★25,550,000 Ａ

問２ 

組立部門の予定配賦率 ＝ Ａ★   250 円／時間 

製造間接費（組立部門） (単位：円) 

実 際 発生 額 2,065,350 予 定 配賦 額 ( Ａ★2,100,000 )

製造部門費配賦差異 ( Ａ★ 34,650 )

( 2,100,000 ) ( 2,100,000 ) 

問３ 

 補助部門費の配賦を相互配賦法によった場合、すべての配賦を終えたあとの切削部門費は、直接配賦法

によった場合より（Ｂ★ 126,000 ）円大きくなる。 

★ １つにつき２点 合計20点
Ａ：確実に正解したい  ０：資料からの数値変更なし 

Ｂ：できれば正解したい ：難易度高いため、後回し 

損益計算書（答案用紙）

 損 益  計 算    書
(自 平成29年４月１日 至平成30年３月31日) 

( 単位：円 )
Ⅰ 売 上 高 ( 6,496,000 ) 
Ⅱ 売 上 原 価

１ 期 首 商 品 棚 卸 高 ( 130,200 )
２ 当 期 商 品 仕 入 高 ( 4,104,100 )

合 計 ( 4,234,300 )
３ 期 末 商 品 棚 卸 高 ( 151,200 )

差 引 ( 4,083,100 )
４ 棚 卸 減 耗 損 ( 2,800 )
５ 商 品 評 価 損 ( 700 ) ( 4,086,600 ) 

( 売 上 総 利 益 ) ( 2,409,400 ) 
Ⅲ 販売費及び一般管理費
 １ 給 料 ( 1,036,000 )
 ２ 保 険 料 ( 12,600 )

３ 貸 倒 引 当 金 繰 入 ( 3,500 )
４ 減 価 償 却 費 ( 499,520 )
５ ソ フ ト ウ ェ ア 償 却 ( 78,400 )
６ 支 払 手 数 料 ( 15,400 ) ( 1,645,420 ) 

( 営 業 利 益 ) ( 763,980 ) 
Ⅳ 営 業 外 収 益

１ 受 取 利 息 ( 1,890 )
２ 有 価 証 券 評 価 益 ( 5,880 ) ( 7,770 ) 

Ⅴ 営 業 外 費 用
１ 支 払 利 息 ( 15,750 ) 

税 引 前 当 期 純 利 益 ( 756,000 ) 
法人税、住民税及び事業税 ( 226,800 ) 
( 当 期 純 利 益 ) ( 529,200 ) 

損益計算書（答案用紙）

 損 益  計 算    書
(自 平成29年４月１日 至平成30年３月31日) 

( 単位：円 )
Ⅰ 売 上 高 ( ) 
Ⅱ 売 上 原 価

１ 期 首 商 品 棚 卸 高 ( )
２ 当 期 商 品 仕 入 高 ( )

合 計 ( )
３ 期 末 商 品 棚 卸 高 ( )

差 引 ( )
４ 棚 卸 減 耗 損 ( )
５ 商 品 評 価 損 ( ) ( ) 

( ) ( ) 
Ⅲ 販売費及び一般管理費
 １ 給 料 ( )
 ２ 保 険 料 ( )

３ 貸 倒 引 当 金 繰 入 ( )
４ 減 価 償 却 費 ( )
５ ソ フ ト ウ ェ ア 償 却 ( )
６ 支 払 手 数 料 ( ) ( ) 

( ) ( ) 
Ⅳ 営 業 外 収 益

１ 受 取 利 息 ( )
２ 有 価 証 券 評 価 益 ( ) ( ) 

Ⅴ 営 業 外 費 用
１ 支 払 利 息 ( ) 

税 引 前 当 期 純 利 益 ( ) 
法人税、住民税及び事業税 ( ) 
( ) ( ) 

参 考
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第５問（20点） 

解 答 

 第１工程月末仕掛品の原料費 ＝ Ａ★ 317,100 円 

 第１工程月末仕掛品の加工費 ＝ Ａ★ 131,250 円 

 第２工程月末仕掛品の前工程費 ＝ Ａ★ 203,000 円 

 第２工程月末仕掛品の加工費 ＝ Ａ★ 36,400 円 

 第 ２ 工 程 完 成 品 総 合 原 価 ＝ Ｂ★ 9,177,000 円 

★ １つにつき４点 合計20点
Ａ：確実に正解したい  

Ｂ：できれば正解したい 

０：資料からの数値変更なし 

：難易度高いため、後回し 




